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第５章 生涯活躍・共生社会の実現 

 

 

 

 

目指す姿 

 

・市民一人ひとりが「自分の健康は自分で守る」という意識の下、生涯にわたり自分にあった健

康づくりや健康管理を実践し、心身ともに健やかに暮らしています。 

 

現状と課題 

 

・我が国は、世界有数の長寿国となっていますが、高血圧症・脂質異常症・糖尿病などの生活習

慣病の増加が課題となっています。本市の国民健康保険では、生活習慣病で医療機関を受診す

る被保険者一人当たりの件数が県全体の平均よりも高く、兵庫県保健衛生統計データでは、悪

性新生物や心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病で亡くなる方が多くなっています。 

・このため、特定健康診査やがん検診の受診を促進し、自らの身体状況の把握に努め、疾病の早

期発見や早期治療を促すことが重要です。また、生活習慣病の予防には、減塩等の食生活の改

善や運動習慣の定着などが重要であり、市民一人ひとりが主体的に健康づくりを実践できるよ

う、健康に関する意識を高めていく必要があります。 

・また、多くの高齢者がフレイル（虚弱）を経て徐々に要介護状態に陥るとされています。高齢

化が進行する中でフレイル予防の重要性が高まっており、フレイル予防に関する普及啓発を進

めるとともに、バランスのよい食事や適度な運動、社会参加の促進などを強化していく必要が

あります。 

・健康増進法が改正され、受動喫煙などの規制が強化されます。本市においては、喫煙率は低下

傾向にあるものの、より一層の喫煙率の低下と受動喫煙の防止に向けて、喫煙による疾病リス

クの啓発や禁煙に向けた取組の支援などを行っていく必要があります。 

・本市の年間自殺者数は、平成22（2010）年に17人と高い水準を示した後、平成27（2015）

年には２人と大幅に減少しましたが、現在はやや微増傾向にあります。自殺の要因は、健康問

題やさまざまな社会問題、人間関係など多岐にわたりますが、適度な休息やストレスの解消、

専門的な相談体制の整備などに加えて、地域社会全体で見守り、支え合う総合的な対策が必要

です。 

 

まちづくり指標（政策指標） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 政策１ 健康づくり習慣の定着を進める 

・日頃から健康に暮らしていると考えている

市民の割合 

平成 30 年度 

●●％ 

平成36 年度 

●●％ 
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施策の展開 

 

施策 展開方針 主な取組・事業 

01 健康的な生活習

慣の定着を促進し

ます 

 

 

◆生活習慣病予防やフレイル予防に関する知識の普及

を図るとともに、生活習慣病リスクが高い方などを

対象に、生活習慣の改善などを啓発します。 

◆体操やウォーキングなどの実践を啓発し、主体的で

継続的な運動習慣の定着を促進します 

◆喫煙者に対し禁煙に向けた取組を支援するともに、

県と連携しながら、受動喫煙の防止を促進します。 

・おりひめ体操の普及啓発 

・介護予防事業の実施 

・公共施設での禁煙・分煙

の実施  

・ウォーキングコースの整

備（再掲） 

02 疾病の予防と早

期発見を促進しま

す 

◆医療機関と連携し、町ぐるみ健診やがん検診など健

康診査の受診を勧奨するとともに、受診しやすい体

制づくりを進めます。 

◆健康診査の受診結果に応じ、個人に応じた効果的な

保健指導や健康相談などを行います。 

◆感染症の発生等を予防するため、予防接種の実施や

任意予防接種の助成を行うとともに、感染症の予防

啓発を行います。 

・健康診査事業の実施 

・各種がん検診の実施 

・特定保健指導の実施 

・各種予防接種事業の実施 

・任意予防接種の助成 

03 食を通じた健康

づくりを促進しま

す 

◆関係機関と連携した栄養教室の開催などを通じ、食

育に関する正しい知識の普及と、減塩やバランスの

とれた食生活の実践を支援します。 

◆高齢者のフレイル予防に向け、低栄養対策などの食

生活の改善を支援します。 

◆歯と口腔の健康づくりを推進するため、歯及び口腔

ケアに関する正しい知識の普及啓発と口腔機能の維

持向上に取り組みます。 

・関係機関と連携した食

育・食生活改善事業 

・食の力を活かした高齢者

自立支援事業 

・8020（ハチマルニイマ

ル）運動の実施 

・歯周病検診、高齢者歯科

口腔健診の実施 

04 メンタルヘルス

の向上を進めます 

◆自殺者数の減少に向け、地域社会全体での見守り体

制づくりを進めていくとともに、関係機関と連携し

た啓発や相談体制の充実を図ります。 

◆アルコールと睡眠・健康についての知識の普及啓発

を行うとともに、産後うつや閉じこもりなど状況に

応じた支援を行います。 

・自殺予防啓発事業の実施 

・ゲートキーパー養成研修

の実施 

・各種相談事業 

市民に期待される役割 

 

・定期的に健診（検診）や予防接種を受け、疾病の予防や生活習慣の改善（健全な食生活、適度

な運動、心身の休養など）などに取り組みます。 

・身近な人の悩みに気づき、相談窓口や医療機関などの支援につなげます。 

関係する計画 

 

・にしわき健康プラン、国民健康保険データヘルス計画・特定健康診査等実施計画、高齢者安心

プラン
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第５章 生涯活躍・共生社会の実現 

 

 

 

 

目指す姿 

 

・地域、医療機関、教育機関、行政など、健康に関わる様々な主体の連携が深まるとともに、市

民が互いに健康づくりを支え合える地域社会になっています。 

 

 

現状と課題 

 

・我が国の高齢化率は平成30（2018）年４月１日現在で28％に達しており、今後も上昇する見

込みです。また、同日現在の本市の高齢化率は32％と、国を４％上回っている状況にあり、要

支援・要介護認定率も上昇傾向となっています。 

・高齢化が進行する中で、健康づくりや介護予防の重要性が増していますが、本市が実施するま

ちづくり市民アンケートでは、約半数の方が「日頃から健康づくりのための活動・取組をして

いない」と回答しています。健康づくりや介護予防を進めていくことは、個人の主体的な活動

が基本となりますが、健康づくりへの関心が低い人や関心はあっても行動できない方が多数い

るのが現実であり、個人に対する啓発だけでは限界があります。 

・本市では、介護予防いきいきサロンなど地域が中心となった健康づくりや介護予防の取組を推

進していますが、このような地域住民が主体となった活動を強化し、地域の中で誘い合い、支

え合える環境づくりを進めていく中で、より多くの方が健康への関心を高め、楽しく健康づく

りを継続できるように支援していく必要があります。また、高齢者が生涯にわたって意欲を持

って活動していくために、就労や地域活動などの社会参加を促進していくことも重要です。 

・健康づくりに対する意識は地域全体で高めていく必要があります。健康への関心が高い方だけ

でなく、より幅広い方に対して気づきや意識の変化を促し、健康づくりに向けた行動変容へと

つなげる仕組みづくりを検討していくことも重要です。 

 

 

まちづくり指標（政策指標） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 政策２ 健康を支える地域づくりを進める 

・過去１年間に、友人や仲間とともに健康づく

りに取り組んだ市民の割合 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 
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施策の展開 

 

施策 展開方針 主な取組・事業 

01 地域主体の健康

づくりを推進しま

す 

◆地区健康教室の開催など地域における自主的な健康

増進の取組を支援します。 

◆住み慣れた地域の中で、できるだけ要介護状態とな

らず自立した生活が出来るよう、地域での介護予防

教室などの開催を支援します。 

◆要介護状態の重度化防止のため、介護保険サービス

事業者等が行う機能訓練、口腔機能向上、栄養改善

等の取組を支援します。 

◆地域で健康づくり活動を担う人材を育成することに

より、健康づくりにともに取り組む仲間づくりを促

進します。 

・地域健康教育支援事業 

・介護予防教室・いきいき

サロン事業の推進 

・おりひめ体操自主グルー

プの活動支援 

・認知症予防教室の実施 

・地域リハビリテーション

活動支援事業 

・健康づくり・介護予防サ

ポーターの養成 

02 高齢者の社会参

加を促進します 

◆高齢者が豊富な知識や経験を生かせるよう、地域活

動やボランティアなどへの参加促進や就業機会の提

供を行います 

◆高齢者のニーズに応じた学習機会を提供するととも

に、交流活動の実施を支援します。 

◆公共交通の充実などにより、高齢者などの外出を支

援します。 

・シルバー人材センターの

運営支援（再掲） 

・高齢者大学等の実施 

・老人クラブ活動の支援 

03 健康づくりの支

援環境を整えます 

◆健康づくりのきっかけとなるイベントの開催や健康

づくり行動へのインセンティブの付与などにより、

健康への関心が低い層なども参加したくなる仕掛け

づくりを推進します。 

◆新庁舎等において、日常的な健康管理や健康増進な

どに取り組める健康交流の拠点機能を整備します。 

◆医師会や大学などと連携し、専門的な知識・技術の

活用や医療・健康情報の収集・分析などを通じた効

果的な健康づくり活動を促進します。 

・健康ポイント制度（仮

称）の推進 

・新庁舎・市民交流施設

（健康交流機能）の整備 

・西脇市多可郡医師会等と

の連携事業の実施 

 

市民に期待される役割 

 

・地域の中に高齢者などが気軽に集える居場所をつくり、身近な人などと一緒に健康づくりや介

護予防に取り組みます。 

 

関係する計画 

 

・にしわき健康プラン、高齢者安心プラン、国民健康保険データヘルス計画・特定健康診査等実

施計画
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第５章 生涯活躍・共生社会の実現 

 

 

 

 

目指す姿 

 

・市民ニーズにあった生涯学習環境の下、生涯にわたって、「いつでも、どこでも、だれでも」

自由に学習活動が行われ、その成果が地域社会に還元されています。 

 

現状と課題 

 

・我が国は、世界でもトップクラスの長寿を実現しており、人生100年時代とも呼ばれる社会に

おいては、全ての人が生涯を通じて自らの人生を設計し、学び続け、学んだことを生かして活

躍できることが期待されます。 

・本市においては、生涯にわたって「いつでも、どこでも、だれでも」行える学習を進め、そこ

で得られた成果を地域づくりにつなげる生涯学習社会の実現を目指して取組を進めています。

今後ますます進行する少子高齢化や人口減少を念頭に、高齢者などのいきがいづくりとともに、

地域社会の課題解決に向けた学びと活動の好循環を創出していくため、生涯学習の推進体制を

確立していくことが必要です。 

・本市では、各種講座の充実や公民館講座の自主運営化などを通じて、学習環境の整備を進めて

おり、多くの市民が生涯学習活動に参加していますが、一部では講座内容や受講生の固定化が

懸念されています。社会を取り巻く環境や人々の価値観が変化し、学びに対するニーズが多様

化する中、適切な市民意向の把握や市民が主体となった講座の運営などにより、市民ニーズに

応じた多様な学習機会を提供していく必要があります。 

・読書は生きる力を身につける上で重要なものであり、生涯学習社会の実現に欠かすことができ

ないものです。本市では、「地域の知の拠点」となる図書館を平成27（2015）年度に移転・

新築し、読書環境や蔵書の充実などを進めてきましたが、引き続き、読書活動や調査研究活動

の拠点として、利用者のニーズに応じた機能強化を図っていくとともに、子どもの読書習慣の

定着や知的好奇心の向上などに向けた取組を推進していく必要があります。 

 

まちづくり指標（政策指標） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 政策３ 生涯学習を充実する 

・過去１年間に、生涯学習に取り組んでいる

市民の割合 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 
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施策の展開 

 

施策 展開方針 主な取組・事業 

01 生涯学習事業を

行います 

 

 

 

 

◆現代的・社会的課題を捉えた生涯学習講座や女性活

躍推進のためのリカレント教育の実施など、市民が

生涯にわたって学習する機会を提供・創出します。 

◆夜間・休日講座の開催やICT機器の活用促進などに

より、多様なライフスタイルに対応した学習機会の

確保に努めます。 

◆学びへの関心を高め、学習活動の実践へとつながる

よう、生涯学習講座や活動団体に関する情報発信を

行い、生涯学習のきっかけづくりを行います。 

・公民館講座（公民館運営

講座・自主運営講座）の

実施 

・出前講座の実施 

・高齢者大学の開設・運営 

02 学習成果の地域

への還元を支援し

ます 

◆学習成果の発表機会を拡充するとともに、学習成果

を広く地域社会で生かすため、生涯学習の指導者等

の人材登録・紹介システムの活用を推進します。 

◆学習成果を市民主体の地域づくりにつなげる生涯学

習社会の実現に向けた指針の策定を検討します。 

・生涯学習アニメーターバ

ンクの充実 

・生涯学習推進計画の策定

の検討 

03 生涯学習の推進

体制を確立します 

◆社会教育機関や高等教育機関、生涯学習に取り組む

人材・団体、行政などが相互に連携する生涯学習情

報ネットワークの構築を進めます。 

◆生涯学習施設について、指定管理者制度の活用や施

設の複合化などにより効果的・効率的な運営を行う

とともに、利便性の高い施設運営に向け、市民ニー

ズ等に対応した施設のあり方を検討します。 

・（公財）西脇市文化・ス

ポーツ振興財団による指

定管理事業 

・新庁舎・市民交流施設

（地域交流機能）の整備 

・生涯学習施設の有効活用

の検討 

04 図書館サービス

を充実します 

◆利用者のニーズにあった図書を収集・提供するとと

もに、レファレンスサービス等を通じ、市民の学

習・余暇活動などを支援します。 

◆図書館ボランティアなどと連携し、様々な図書館事

業を行い、読書に親しむ機会づくりを進めます。 

◆子どもの読書活動推進計画に基づき、学校園などと

連携しながら、幼少期からの読書習慣の定着に向け

た取組を進めます。 

・資料・情報・レファレン

スサービスの提供 

・図書資料等の充実 

・各地区での返却・貸出サ

ービスポイントの運営 

・図書館まつり等の開催 

・子どもの読書活動の支援 

市民に期待される役割 

 

・生涯学習の機会を活用し、意欲的に学習活動に取り組みます。 

・生涯学習により身につけた知識や経験などを、まちづくり活動やボランティア活動などを通じ

て地域社会に還元します。 

・図書館を活用して、必要な知識・情報を収集し、生涯学習などに生かします。 

関係する計画 

 

・教育振興基本計画、子ども読書活動推進計画  
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第５章 生涯活躍・共生社会の実現 

 

 

 

 

目指す姿 

 

・多くの市民が、それぞれのライフステージやライフスタイルに応じてスポーツを楽しみ、相互

の交流が進む中で、健やかな心身が養われています。 

 

 

現状と課題 

 

・スポーツは、次世代を担う青少年の体力の向上のほか、健康寿命の延伸や様々な交流の促進、

地域の活力醸成など、より多面的な役割が期待されています。 

・市民の嗜好やライフスタイルが多様化し、健康への意識が高まる中、スポーツへの意識や関わ

り方も多様化しています。スポーツに対する市民ニーズの変化を踏まえながら、より多くの市

民がスポーツとの関わりを持てる機会や場をつくっていくことが必要です。 

・本市では体育協会を中心に様々な団体が活発に活動していますが、少子化の進行や娯楽の多様

化などにより、競技人口の減少がみられます。また、指導者の高齢化や人材不足などによりス

ポーツ活動への参加促進を図るための基盤が揺らいでいます。このため、スポーツを支える人

材の育成やいつでもどこでも気軽にスポーツを楽しめる環境の整備、スポーツ施設の維持・整

備など、時代の変化に対応した推進体制を構築する必要があります。 

・本市では40年以上の歴史を誇る「日本のへそ西脇子午線マラソン」や、県内をはじめ全国各地

から100校程度が参加し、しのぎを削る「西脇多可新人高校駅伝競走大会」など、特色あるス

ポーツイベントを開催しています。また、東京オリンピック・パラリンピックにおけるホスト

タウンとして、オーストラリア卓球チームの事前合宿地としての受入れが決定しています。こ

のような特色ある本市ならではのスポーツ活動を切り口として、生涯スポーツの普及啓発を進

めるとともに、地域住民と競技者の交流などを推進し、地域活性化につなげていくことが必要

です。 

 

 

まちづくり指標（政策指標） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 政策４ 生涯スポーツを振興する 

・過去１年間に、週１回以上、スポーツ・レ

クリエーション活動をしたことがある市民

の割合 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 

・過去１年間に、全くスポーツ・レクリエ

ーション活動をしなかった市民の割合 
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施策の展開 

 

施策 展開方針 主な取組・事業 

01 ライフステージ

に応じたスポーツ

活動を推進します 

 

 

 

 

◆生涯スポーツ振興基本計画に基づき、若年期から高

齢期まで、年代やニーズに応じたスポーツ活動の推

進を図ります。 

◆子どもの健全育成とスポーツに親しむ機会づくりに

向け、スポーツ教室などを開催するとともに、スポ

ーツ少年団の運営を支援します。 

◆スポーツ活動への意識高揚と参加機会の創出に向

け、スポーツ情報の発信やスポーツ大会・イベント

の開催などを行います。 

◆運動への関心が低い層や時間的制約がある市民など

が、気軽にスポーツ活動に取り組めるような環境づ

くりを検討します。 

・スポーツ少年団の運営支

援 

・スポーツ活動団体ポータ

ルサイト開設の検討 

・障害者スポーツ大会への

支援 

・西脇健康ポイント制度の

実施（再掲） 

・新庁舎・市民交流施設

（健康交流機能）の整備 

02 スポーツを支え

る環境を整備しま

す 

◆スポーツ施設について、指定管理者制度等を活用し

ながら効果的・効率的な施設運営を行うとともに、

計画的な整備・改修を行います。 

◆スポーツ関係団体の育成・支援を行うとともに、指

導者やボランティアの育成、スポーツ関係団体のネ

ットワーク化などを進めます。 

◆地域が主体となるスポーツクラブの運営を支援し、

市民の健康づくりとスポーツの普及・促進に向けた

体制づくりを進めます。 

・スポーツ推進体制の再編 

・新規指導者の育成 

・スポーツ推進委員会活動

の推進 

・学校体育施設の開放 

03 特色あるスポー

ツの振興と交流を

推進します 

◆オリンピック・パラリンピックホストタウンの登録

を契機に、オリンピックレガシーとして卓球を中心

とした生涯スポーツの振興と交流を推進します。 

◆本市の特色である駅伝にちなんだスポーツ大会を地

域と連携して開催し、参加者と地域との交流を推進

します。 

・生涯スポーツ推進事業 

・西脇多可新人高校駅伝競

走大会の開催 

・日本のへそ西脇子午線マ

ラソンの開催 

 

市民に期待される役割 

 

・気軽にスポーツに親しみ、スポーツを通じた健康づくりや仲間づくりをします。 

・地域の様々なスポーツイベントに、選手・ボランティア・観客として積極的に参加します。 

 

関係する計画 

 

・生涯スポーツ振興計画、教育振興基本計画  
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第５章 生涯活躍・共生社会の実現 

 

 

 

 

目指す姿 

 

・文化・芸術の発表や鑑賞の機会が充実し、市民が主体となる文化・芸術活動が活発に行われる

とともに、地域の伝統文化が次代に受け継がれています。 

 

 

現状と課題 

 

・本市では、経済的発展を背景に、県下でもいち早く整備された市民会館を拠点として、多彩な

文化・芸術活動が活発に展開され、県内でも文化度の高いまちとして評価を受けてきました。

一方で価値観や娯楽の多様化、ライフスタイルの変化などに伴って、文化的な活動や習い事に

時間を費やすことが少なくなっており、文化団体では人材の確保・育成などが課題となってい

ます。 

・成熟社会、そして人生100年時代においては、今まで以上に心の豊かさを求める傾向にあり、

創造性を育み、ゆとりと潤いをもたらす文化・芸術の価値は依然として大きいものがあります。

このため、西脇市文化連盟をはじめとした文化団体の活動や多様な文化・芸術活動の担い手の

育成などを支援するとともに、子どもから高齢者まで、多くの市民が文化・芸術に触れる機会

を確保し、活動につないでいく必要があります。 

・近隣自治体に先駆けて最先端の施設としてオープンし、本市の文化・芸術振興の拠点となって

きた市民会館は、平成33（2021）年に市民交流施設として新たに生まれ変わります。市民交

流施設では、市民会館で培われてきた市民主体の文化・芸術活動を受け継ぐとともに、幅広い

市民による多彩な活動・交流の場へと発展させていくことが必要です。 

・人口減少や地域コミュニティの希薄化などに伴い、文化財や伝統文化などの保存・継承が危ぶ

まれています。一方で、これらの価値を再認識し、地域づくりに活用しようとする機運が高ま

っており、地域特有の財産である文化財や伝統文化を適切に保護し、後世に確実に伝えていく

必要があります。 

 

 

まちづくり指標（政策指標） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 政策５ 文化・芸術を振興する 

・過去１年間で文化・芸術活動を行った市民

の割合 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 
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施策の展開 

 

施策 展開方針 主な取組・事業 

01 文化・芸術活動

を支援します 

 

 

 

 

◆魅力ある文化・芸術イベントなどを文化団体と連携

して開催し、多様な文化・芸術に触れる機会や、市

民による活動の成果を発表する場を創出します。 

◆発想力や情操の育成、潜在的な能力の伸展を図るた

め、子どもたちが優れた文化・芸術に触れる機会の

提供と充実に努めます。 

◆文化・芸術活動を行う団体などの活動を支援すると

ともに、活動の活性化に向け、リーダーや後継者な

どの人材育成に向けた取組を支援します。 

・文化・芸術イベントの開

催 

・文化団体の活動支援 

・文化団体の人材育成支援 

02 文化振興を支え

る環境を整備しま

す 

◆文化施設について、指定管理者制度等を活用しなが

ら効果的・効率的な施設運営を行うとともに、文

化・芸術活動拠点として計画的な整備・改修を行い

ます。 

◆市民主体の文化・芸術活動をはじめとして、多様な

市民活動の拠点となる市民交流施設について、その

整備を推進するとともに、心躍る交流のステージの

理念の実現に向け、市民ニーズに応じた運営手法を

検討します。 

◆文化・芸術活動を軸となって運営する組織を立ち上

げるとともに、（公財）西脇市文化・スポーツ振興

財団を地域の文化・スポーツの振興の核と位置付

け、機能強化に努めます。 

・文化施設の整備・機能の

充実 

・市民交流施設の整備及び

運営手法の検討 

・（公財）西脇市文化・ス

ポーツ振興財団の機能強

化 

03 文化財の保存・

活用を推進します 

◆市民の貴重な財産である文化財の調査・保存に努め

るとともに、観光資源や教育資料としての活用を図

ります。 

◆郷土資料館での特別展や郷土史講座を開催し、郷土

の文化財や伝統文化の普及に努めます。 

◆地域の民俗行事やまつりなど、歴史と伝統ある行事

の保存・伝承に努めます。 

・指定文化財、未指定文化

財の調査・保存 

・各種講座・体験学習など

の開催 

・研究紀要「童子山」の刊

行 

・国登録有形文化財旧来住

家住宅の活用 

 

市民に期待される役割 

 

・文化・芸術に関心を持ち、作品・芸能の鑑賞や創作活動に取り組みます。 

・文化財や伝統文化への関心を深め、歴史的な価値を学ぶとともに、後世に受け継いでいきま

す。 

 

関係する計画 

 

・教育振興基本計画  
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第５章 生涯活躍・共生社会の実現 

 

 

 

 

目指す姿 

 

・性別に関わりなく一人ひとりの個性と能力が発揮され、お互いに支え合うことで、男女がとも

に輝く社会になっています。 

 

 

現状と課題 

 

・我が国では、平成11（1999）年に男女共同参画社会基本法が施行され、男女が互いにその人

権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能力を発揮できる男女共同

参画社会の実現を目指しています。また、少子高齢化に伴う生産年齢人口の急減などを踏まえ、

平成27（2015）年には、女性が自らの意思によって職業生活を営み、個性と能力が十分に発

揮される社会の実現に向けた「女性活躍推進法」が制定されました。 

・本市では、平成29（2017）年に西脇市男女共同参画基本プランを改定し、一人ひとりの人権

と個性が尊重され、男女が共に輝く社会の実現に向けて取組を進めています。 

・市民アンケートでは、性別による固定的な役割分担意識は徐々に解消されていますが、男女共

同参画社会を実現していくためには、地域や職場など社会のあらゆる分野において、性別に固

定的な制度や慣習を見直していくことが必要です。また、女性が活躍できる環境を整えるため

に、女性の職業生活を取り巻く環境を改善し、ワーク・ライフ・バランスなどを推進するとと

もに、育児や介護を男女がともに協力し合いながら行い、安心して働くことができるよう、仕

事と家庭を両立できる環境づくりが求められています。 

・ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラスメントなど、表面化しにくい人権侵害

行為も大きな社会問題となっており、その根絶に向けた取組を進めていくことが必要です。 

 

 

まちづくり指標（政策指標） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 政策６ 女性が活躍できる社会を実現する 

・「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであ

る」という考え方に反対する市民の割合 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 

・女性の就業率 
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施策の展開 

 

施策 展開方針 主な取組・事業 

01 女性が活躍でき

る就業環境をつく

ります 

 

 

 

 

◆経済団体等と連携し、男女の均等な雇用機会や待遇

の確保、育児・介護休業制度の導入など、職場環境

整備を促進します。 

◆ワーク・ライフ・バランスの推進や男性中心の労働

慣行の見直しに向けた啓発を行います。 

◆女性の就労、起業を支援するための相談窓口の充実

やセミナー等の開催を行います。 

・ワーク・ライフ・バラン

スの推進等の啓発、研修

等の実施 

・男女共同参画西脇市率先

行動計画の推進 

・ハローワーク等の関係機

関との連携事業の実施 

02 性別による固定

的な役割分担意識

を解消します 

◆男性の家事、子育て、介護などへの参画を促進する

ため、市民活動グループとの協働により、男性向け

の講座やイベントなどを開催するとともに、子育て

中の男性の相互交流の場の提供を行います 。 

◆自治会、PTAなどの役員等への女性登用拡大などに

向け、学習機会の提供や啓発活動を行います。 

◆男女共同参画意識の高揚に向け、児童生徒への啓

発・学習や、教職員・保護者に対する研修等を行い

ます。 

・女性のまちづくりリーダ

ーの養成 

・防災分野における女性の

参画促進 

・教職員の男女共同参画に

関する研修の推進 

03 男女共同参画の

推進体制を整えま

す 

◆男女共同参画センター等において、多様な講座の開

催や相談業務等を充実するとともに、啓発資料の収

集・提供を行います。 

◆政策決定過程における女性の意見反映を図るため、

審議会等への女性の積極的な登用を推進します。 

◆男女共同参画社会の実現を目指して活動する市民活

動グループと協働して事業を実施します。 

・男女共同参画推進条例の

制定に向けた検討 

・男女共同参画センター事

業 

・女性の各種個別相談の実

施 

04 DV対策を進めま

す 

◆ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハ

ラスメントなどの人権侵害行為を根絶するため、啓

発活動の推進や相談・保護体制の充実を図ります。 

◆児童生徒に対して、デートDVに関する学習機会の

提供や啓発を行います。 

・配偶者暴力相談支援セン

ターの設置の検討 

・デートDVに関する出前講

座の実施 

・DV被害者の相談支援 

市民に期待される役割 

 

・男女共同参画に関する理解を深め、性別に関わらず、お互いの存在を尊重し合います。 

・性別にとらわれず、誰もが働きやすい職場環境づくりに取り組みます。 

・DV被害などを見過ごさず、思いやりの心を持って相談窓口や支援につなげます。 

関係する計画 

 

・男女共同参画基本プラン・配偶者等暴力（DV）対策基本計画、男女共同参画西脇市率先行動計

画・特定事業主行動計画  
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第５章 生涯活躍・共生社会の実現 

 

 

 

 

目指す姿 

 

・人権文化が日常生活の中で根付き、全ての市民の人権が尊重されています。 

 

 

現状と課題 

 

・人権の尊重は、人間が人間らしく幸福に生きるために必要なことであり、誰もが社会の中で幸

せに生きていくためには、お互いに人権を尊重し合い、それぞれの多様なあり方をお互いに認

め合うことが大事です。 

・近年、いわゆる部落差別解消推進法などの法整備が進められていますが、社会環境の変化に伴

い、個人情報保護に関する問題やインターネット上での人権侵害、特定の人種や民族に対する

差別、性的マイノリティの方の人権問題など新たな課題も発生しており、その対応が求められ

ているところです。 

・本市では、毎年８月を「人権文化をすすめる市民運動推進強調月間」と定め、市内各地区で講

演会などを実施するなど様々な人権啓発活動を展開しているほか、人権教育・啓発の指導者育

成なども実施しており、市民が主体となって人権意識の高揚を図っています。 

・市内の隣保館では、人権に関連する事業を実施しているほか、地域のコミュニティの拠点とし

て地域住民の交流の場となっていますが、教養講座の受講者数の減少などが課題となっていま

す。このため、講座内容などの検討を進めるほか、より幅広い世代の様々な活動の場として利

用されるよう機能の充実を図る必要があります。 

・国際社会では平和を脅かす動きも見られる中、戦争の悲惨さや平和の大切さを認識し、平和へ

の意識を高めていく必要があります。 

 

 

まちづくり指標（政策指標） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 政策７ 人権文化を創造する 

・市内では、全ての人の人権が尊重されてい

ると感じる市民の割合 

平成 30 年度 

●●％ 

平成 36 年度 

●●％ 



14 

 

 

施策の展開 

 

施策 展開方針 主な取組・事業 

01 人権文化をすす

める市民運動を推

進します 

 

 

 

 

◆関係団体等と連携しながら、学校園・職場・地域な

ど様々な場における学習会や研修会を開催し、市民

の人権意識の高揚を図ります。 

◆人権を身近に感じてもらえるよう、親しみやすい啓

発資料を作成・配布し、研修会での活用を図るなど

啓発活動を進めます。 

◆人権啓発・教育を進めるための効果的な指導方法に

ついて学習する場を設け、地域や職場などで人権啓

発を担う人材の育成を図ります。 

◆性的マイノリティなど新たな人権課題への理解や対

応を図るため、研修や啓発などの取組を進めます。 

・「人権文化を進める市民

運動推進」推進強調月間

講演会の開催 

・各種人権研修の実施 

・人権教育指導者講座の実

施 

・人権教育啓発資料の作

成・配布 

02 隣保館機能を充

実します 

◆各種講座や相談業務を行うとともに、地域住民の交

流事業を展開するなど、地域に密着した人権啓発活

動の拠点として、またコミュニティセンターとし

て、隣保館の機能の充実を図ります。 

・教養講座、相談事業の実

施 

・地域交流事業の実施 

03 多文化共生と平

和の意識を高めま

す 

◆国際理解や異文化への理解を図るため、体験活動な

どの学習機会を提供し、多文化共生社会への認識を

深めます。 

◆平和を愛する心を育み、その尊さを学ぶ機会を提供

するなど、平和意識の普及と高揚を図ります。 

・国際理解や異文化理解に

つながる体験活動の実施 

・平和展の開催 

・小・中学校での平和教育

の実施 

 

 

市民に期待される役割 

 

・人権に関する講演会や研修会に積極的に参加し、様々な人権課題に対する理解を深め、人権意

識を高めます。 

・多文化共生社会を実現するため、異文化への理解を深めるよう努めます。 

・平和の大切さに対する意識を高め、次の世代にその意識を受け継いでいきます。 

 

関係する計画 

 

・教育振興基本計画 

 


